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１．は じ め に

牛海綿状脳症（BSE : Bovine Spongiform Encephalo-

pathy）は、羊のスクレイピー、シカの慢性消耗症

（CWD）やヒトのクロイツフェルト・ヤコブ病（CJD）

などと共に「プリオン病」と呼ばれ、中枢神経組織にお

ける空胞変性病変と異常プリオンタンパク質（PrPSc）

の蓄積を特徴とする致死性神経疾患である。また BSE

は、ヒトの変異型 CJDの原因となるなど人獣共通感染

症として公衆衛生上、重要な疾患である。

BSEは、１９８６年に英国で初めて確認され、１９９２年に

は３７，２８０頭の発生が見られた。また英国から欧州諸国、

北アメリカおよび日本に拡散した。各国が BSE対策を

実施した結果、近年 BSEの発生頭数は年々減少してお

り、２０１３年では７頭、２０１４年では１２頭となった（国際獣

疫事務局：OIE公表）（図１）。わが国の BSEでは、２００１

年９月に第１例目の BSEが報告され、大きな社会問題

となった。しかしその後の飼料製造工程での混入防止策

を含めた反芻家畜への動物性飼料の給与禁止、食肉処理

場における特定危険部位の除去や BSE検査の実施等の

行政措置や生産者・畜産関係者の努力が功を奏し、２００９

年３月の３６例目の患畜を最後に BSE患畜は確認されず、

終息状態となっている。また過去１１年間に生まれた牛か

ら BSE患畜が出ていないことなどから、２０１３年に OIE

の BSEリスクステータス「BSEのリスクを無視できる

国」に承認されたところである。BSE発生以来、継続

していた食肉衛生検査での BSE全頭検査も、リスク評

価機関による評価を踏まえ、段階的に対象月齢を変更し、

また死亡牛検査もこの度対象月齢が変更され、現在はと

もに４８カ月齢超の牛が対象となっている。

当初、BSEは単一のプリオン株に起因すると考えら

れてきたが、定型 BSE発生拡大に伴い各国で BSE検

査が行われた結果、２０００年代に入り、これまでの「定型

BSE」と性状の異なる「非定型 BSE」が欧州、北米、

南米、日本で散発的に報告されている。非定型 BSEは、

ウエスタンブロット（WB）法による BSE検査で PrPSc

の泳動パターンが定型 BSEと異なり、L型およびH型

の２つの型が報告されている。H型は、タンパク質分

解酵素プロテイナーゼ K（PK）で消化処理した後の PrPSc

の分子量が、定型 BSEよりも大きく、WBのバンドの

位置が高く検出され、L型は分子量が小さく、WBのバ

ンドの位置が低く検出される。米国で確認された非定型

BSE（H型）１例にプリオンタンパク質遺伝子の変異

が見つかっている他は、患畜の PrPにアミノ酸配列の
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図１ 世界のBSE発生頭数の推移
Ａ．BSE発生頭数（定型・非定型を含む）と非定型 BSE発
生頭数（２００１～２０１４）

Ｂ．定型 BSEと非定型 BSEの発生頭数の推移（２０１０～２０１４）
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違いは見られていない。この分子量の違いは、PK処理

に対する抵抗性部位の差によるものであり、アミノ酸配

列に差がないことから立体構造の違いにより生じるもの

と推察されている。わが国においても、BSE患畜３６例

のうち２例（第８例目と第２４例目）が非定型 BSEであっ

た。非定型 BSEのほとんどは死後検査で確認されてい

るため、臨床症状や農場段階での診断に関する情報はほ

とんどない。非定型 BSEの発生機序が不明であり、ヒ

ト型 PrP遺伝子組換えマウスや霊長類への脳内接種試

験によりヒトへの感染リスクが示唆されていることから、

BSE問題の残された課題となっている。

道総研畜産試験場における定型 BSEに関する研究に

ついて、先に本誌３月号（第５９巻第３号）にて紹介した。

道総研畜産試験場では、さらに非定型 BSEの感染実験

牛を用いた非定型 BSEの診断技術の開発と発生要因の

解明について研究を行っており、本稿ではその研究成果

について紹介するとともに、非定型 BSEについて若干

解説する。

２．畜産試験場における非定型BSE研究

試験１．非定型BSE感染牛の臨床症状

目的

非定型 BSE（L型）と診断された国内２４例目の BSE

患畜（BSE／JP24）［１］の脳を接種した非定型 BSE感染牛

を作出し、非定型 BSEにおけるプリオンの接種から臨

床症状の発現までの期間、接種から起立不能等のため飼

育困難になるまでの期間および臨床症状について定型

BSE感染牛と比較する。

方法

BSE非発生農場で出生したホルスタイン種雌牛１４頭

および黒毛和種雌牛６頭を用いた。BSE／JP24の１０％脳

乳剤をホルスタイン種７頭および黒毛和種３頭に、定型

BSE感染牛の１０％脳乳剤をホルスタイン種７頭および

黒毛和種３頭に、それぞれ２～４カ月齢時に１ml ずつ

脳内に接種した。BSE感染牛の飼育は専用隔離牛舎（動

物バイオセーフティレベル１）で行った。BSE感染牛

の観察は、BSEの臨床症状検査を実施し、すなわち頭

部を低くする等の姿勢や異常行動、歩様や走行姿勢の変

化、音に対する過剰反応、動くものに対する過剰反応を

毎週１回観察した。

非定型 BSE感染牛の２頭（接種後９カ月）および定

型 BSE感染牛の５頭（接種後１２～２２カ月）は、臨床症

状を発現する前に病理解剖を行った。その他の１３頭は、

歩様の変化や音への過剰反応、起立困難などの BSEの

臨床症状が現れた後、病理解剖した。脳および末梢組織

における PrPScの分布は、WB法を用いて解析した。

表１．非定型および定型BSE感染牛の臨床症状の経過

牛 No. 品種
初発の 接種後の月数

解剖前の状態
臨床症状 ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

非
定
型
（
L
型
）
B
S
L
感
染
牛

A1１） Hol なし － 症状なし
A2１） Hol なし － 症状なし
A3２） Hol （起立困難） － － － 起立不能
A4 Hol 歩様の変化 － － － ＋ 運動失調
A5 Hol 歩様の変化 － － － ＋ ＋ 運動失調
A6 Hol 音に過剰反応 － － ＋ ＋ ＋ 運動失調
A7２） Hol （起立困難） － － － － － － － － 起立不能
A8 JB 歩様の変化 － － － － － － ＋ 運動失調
A9 JB 音に過剰反応 － － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 運動失調
A10 JB 音に過剰反応 － － － － － ＋ ＋ ＋ 運動失調

定
型
B
S
E
感
染
牛

C1１） Hol なし － － － － 症状なし
C2１） Hol なし － － － － 症状なし
C3１） Hol なし － － － － － － － － 症状なし
C4１） Hol なし － － － － － － － － － － 症状なし
C5３） Hol 起立姿勢・歩様の変化 － － － － － － － － － ＋ ＋ ＋ 姿勢異常
C6 Hol 起立姿勢・歩様の変化 － － － － － － － － － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 起立不能
C7 Hol 歩様の変化 － － － － － － － － － － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 起立不能
C8 JB 音に過剰反応 － － － － － － － － － － ＋ 運動失調
C9 JB 音に過剰反応 － － － － － － － － － － － － ＋ ＋ 運動失調
C10１） JB なし － － － － － － － － － － － － － － 症状なし

＊起立不能等により飼養困難となった非定型 BSE感染牛：８頭（A3～A10）、定型 BSE感染牛：５頭（C5～C9）について比較した。
１）臨床症状が現れる前に試験殺し解剖した。
２）臨床症状検査に対する反応がなく、突然起立困難となった。
３）臨床症状確認後、接種後２０カ月にて計画的に病理解剖した。
＊品種 Hol：ホルスタイン種、JB：黒毛和種
＊－：臨床症状なし、＋：臨床症状あり、□：病理解剖（所見なし）、■：病理解剖（所見あり）
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結果

脳内接種による非定型および定型 BSE感染牛の臨床

上の経過と病理解剖までの期間を表１に示した。

非定型 BSE感染牛の初期の臨床症状として、脳内接

種から１１～１６カ月経過した後、歩様の異常（後肢のふら

つき）が３頭、音への過剰反応が３頭に見られた。姿勢

・行動の変化および動く物に対する過剰反応は見られず、

また複数の臨床症状を呈した牛はいなかった。また２頭

は、これらの臨床症状の検査項目のいずれでも異常が観

察されなかったが、突然起立困難となった。定型 BSE

感染牛では、脳内接種から１８～２１カ月後に、佇立姿勢や

歩様の異常、音への過剰反応などの症状が見られ、複数

の症状を示す牛もあった。非定型 BSE感染牛は、定型

BSE感染牛と比較して臨床症状が不明瞭であった。脳

内接種による非定型 BSE感染牛が飼育困難になるまで

の期間は、脳内接種からおよそ１１～１６カ月後であり、定

型 BSE感染牛の１９～２４カ月後よりも約８カ月早かった。

考察

非定型 BSE感染牛の脳内接種から臨床症状の発現ま

での期間および飼育困難になるまでの期間は、定型 BSE

感染牛と比較して約８カ月短く、非定型 BSE（L型）

プリオンは、定型 BSEプリオンと比較して、牛に対す

る病原性が強いと考えられた。非定型 BSE感染牛は、

臨床症状の検査項目のいずれでも異常の見られない個体

がいるなど、定型 BSE感染牛と比較して臨床症状は不

明瞭であった。非定型 BSEのための臨床症状の検査方

法の検討が必要と考えられた。

非定型および定型 BSE感染牛のいずれにおいても、

黒毛和種とホルスタイン種の間に臨床症状の差は見られ

なかった。

試験２．非定型BSE感染牛の PrPSc の体内分布

目的

非定型 BSE感染牛の脳および末梢組織における

PrPScの蓄積時期と分布を明らかにする。

方法

試験１の２０頭を用いた。非定型 BSE感染牛のうち２

頭（接種後９カ月）および定型 BSE感染牛のうち５頭

は、臨床症状を発現する前に病理解剖行った。病理解剖

は、供試牛を鎮静および麻酔下で安楽殺し、各組織を採

取した。採取した脳および末梢組織は、Hayashiら［２］

または Shimadaら［３］の方法により処理し、HRP標識

T2マウスモノクローナル抗体を用いたWB法により

PrPScを検出した。WB法の結果の判定は、脳では、陽

性対照であるマウススクレイピー脳１．６mg組織等量と

比較し、発光強度が強い検体を＋＋、PrPScを確認でき

るが発光強度がそれ以下の検体を＋、PrPScが認められ

なかった検体を－と判定した。また末梢組織においては、

PrPScを認めた検体を＋、認められなかった検体を－と

判定した。

結果

脳各部位の PrPScの解析を行った結果、BSE感染脳

乳剤を接種したすべての牛の脳幹部から PrPScが検出さ

れた（表２）。非定型 BSEを接種し９カ月後に解剖し

た牛では、脳幹部に加え、嗅脚、線条体および視床など

の部位においても PrPScが検出された。非定型 BSE接

種後１２カ月以降の牛では、脳のほぼ全域から PrPScが検

表２．脳内接種による非定型および定型BSE感染牛の脳へのPrPSc の蓄積

非定型 BSE（L型） 定型 BSE

牛 No.
品種
接種後
月数

A1 A2 A3 A4 A5 A6 A7 A8 A9 A10 C1 C2 C3 C4 C5 C6 C7 C8 C9 C10

Hol Hol Hol Hol Hol Hol Hol JB JB JB Hol Hol Hol Hol Hol Hol Hol JB JB JB

部位 ９ ９ １１ １２ １３ １３ １６ １５ １６ １６ １０ １２ １６ １８ ２０ ２３ ２４ １９ ２２ ２２

嗅脚 ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ － － － － ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋

前頭葉皮質 － － － ＋＋ ＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ － － － － ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋

前頭葉髄質 － － － ＋＋ ＋ － ＋＋ － ＋＋ － － － － － ＋＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

線条体 ＋ ＋ － ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ － － ＋＋ ＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋

視床 ＋＋ ＋ ＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ － － － ＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋

頭頂葉皮質 － － － ＋ ＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ － － － － ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋ ＋＋

頭頂葉髄質 － － － ＋ － － ＋＋ － － － － － － － ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋ ＋

海馬 － ＋ － ＋ － ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ － － － ＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋

小脳皮質 － ＋ － ＋＋ － ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ － － － ＋＋ ＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋ ＋

小脳髄質 ＋＋ ＋＋ － ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ － ＋ － ＋＋ ＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋

中脳 ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋ ＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋

橋 ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋ ＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋

延髄閂 ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋ ＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋
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出された。定型 BSEを接種し１０カ月後の牛では、PrPSc

は脳幹部のみに検出され、接種後１９カ月以降より、脳の

ほぼ全域から PrPScが検出された。なお、非定型 BSE

感染牛では、WB法により検出された PrPScが、接種し

た BSE／JP24と同じ糖鎖パターン、すなわち１糖鎖型

優位を示した。

末梢組織では、接種後９、１１および１２カ月では頭部の

末梢神経に、接種後１３カ月で体幹にある星状神経節、接

種後１６カ月では腕神経叢など前肢の末梢神経に PrPScが

検出され、定型 BSE感染牛と同様に、経過に伴い遠心

性に PrPScが伝播することが示唆された（表３）。また

非定型 BSE感染牛では、リンパ系組織等からは PrPSc

は検出されず、定型 BSE感染牛と同様の結果であった。

考察

非定型 BSE感染牛では、定型 BSE感染牛と比較し

て、脳において PrPScが早期に蓄積し、早く伝播すると

考えられた。試験１の結果と同様に、非定型 BSEの

PrPScは、定型 PrPScと比較して病原性が強いと考えら

れた。非定型および定型 BSE感染牛のいずれにおいて

も飼育困難になり病理解剖を行った時点では、PrPScは

脳のほぼ全域に分布し、分布する部位には差は見られな

かった。また、脳における分布の部位には、黒毛和種と

ホルスタイン種に差は見られなかった。非定型 BSE感

染牛では、経過に伴い、遠心性に末梢神経組織に PrPSc

が伝播することが示唆された。また、リンパ系組織等か

らは PrPScは検出されなかったことから、PrPScが神経

系組織以外へ伝播する可能性は低いと考えられた。これ

らのことは定型 BSE感染牛と同様であった。Iwamaru

ら［４］は脳内接種の非定型 BSE感染牛において、リンパ

系組織、筋肉などからは PrPScは検出されないことを報

告しており、PrPScが神経系組織以外へ伝播する可能性

は低いと考えられた。非定型および定型 BSEの末梢組

織への PrPScの蓄積は、脳における PrPScの蓄積時期の

差を反映していると考えられた。

３．ま と め

BSEの発生状況について、OIEでは定型と非定型を

分けた報告を加盟国に求めていないため、非定型 BSE

の正確な発生数はまとめられていない。そこで、OIE、

欧州食品安全機関（European Food Safety Authority :

EFSA）および各国の報告等から非定型 BSEの発生数

を集計したところ、２０１５年４月末日現在までに９８例が報

告されている（表４）。前述のように世界各国が BSE

対策を実施した結果、定型 BSEの発生頭数は年々減少

しているものの、非定型 BSEは、毎年５～１０頭の範囲

で報告されている。発生頭数が少ないことと各国のこれ

までの BSE検査の実施過程に違いがあることから、比

較は容易にできないが、各国の非定型 BSEの発生頭数

表３．非定型および定型BSE感染牛の末梢組織におけるプリオンの検出

非定型 BSE 定型 BSE
牛 No. A1 A2 A3 A4 A5 A6 A7 C3 C4 C5 C6 C7
接種後の月数 ９ ９ １１ １２ １３ １３ １６ １６ １８ ２０ ２３ ２４

脊
柱

脊髄神経節頚膨大部 － － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － － ＋ ＋
脊髄神経節腰膨大部 － － － ＋ ＋ ＋ － － － ＋ ＋

頭
部

下垂体 － － ＋ － － － ＋ ＋ － － ＋ ＋
視神経 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － － － ＋ ＋
網膜 ＋ ＋ ＋ ＋ － ＋ ＋ ＋ ＋
三叉神経節 － ＋ ＋ － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

体
幹

交感神経幹 － － － － － － ＋ － － － － ＋
星状神経節 ＋ － － － － ＋ ＋ － － － ＋ ＋
横隔神経 － － － － ＋ － － － － ＋
腹腔神経節 － － － － － － － － －

四
肢

腕神経叢 － － － － － － ＋ － － ＋ ＋ ＋
肩甲上神経 － － － － － ＋ － － － － ＋
正中神経 － － － － － － － － ＋ ＋ ＋
坐骨神経 － － － － － ＋ － － － － ＋ －

リ
ン
パ

脾臓 － － － － － － － － － － － －
扁桃 － － － － － － － － － － － －
腸間膜リンパ節（回盲部） － － － － －

そ
の
他

耳下腺 － － － －
回腸 － － － － － － － － －
最長腰筋 － － － － － －
腰長筋 － － － － － － －
半腱様筋 － － － － － － － －

＋：プリオン陽性、－：陰性、空白：未実施
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と定型 BSEの発生頭数または牛の飼養頭数に強い関連

性は見いだせない。また L型とH型の発生数の比較で

は、L型 BSEの発生が多い国（イタリアやポーランド）

やH型の発生が多い国（アイルランド）があり、国ご

とに異なる。また米国（カナダからの輸入牛を除く）、

ブラジル、スウェーデン、ノルウェーのように、これま

で定型 BSEの発生が見られず、非定型 BSEが報告さ

れる国もある。スイスでは、L型とH型のいずれとも

異なる２例が報告されている。アジアにおいては、我が

国の８例目（２３カ月齢、BSE／JP08）［５］と２４例目（１６８カ

月齢、BSE／JP24）の２例の BSE患畜がそれぞれ非定

型 BSE（L型）と報告されている。

BSE／JP08は、生後２３カ月齢でと殺された去勢牛で、

採取された脳を牛 PrP遺伝子組換えマウスに脳内接種

しても感染が成立しない程 PrPScの蓄積が極微量であっ

た［６］。BSE／JP24は、カナダ、ドイツおよびフランスで

発生した L型 BSEと比較し、PKで消化した PrPScの

分子量や糖鎖パターンがほぼ同様である。また、それぞ

れの L型 BSEプリオンを牛 PrP遺伝子組換えマウスに

脳内接種により継代したところ、３回目の継代では約１４５

日に集束するなど、BSE／JP２４は、欧州の L型 BSEと

同様の性質を持つことが明らかとなっている［７］。H型

BSEの国内発生はこれまでにないが、カナダで発生し

たH型 BSEプリオンの脳内接種による牛への感染試験

によれば、接種から終末までの期間が５６０±４７日と定型

BSEよりも短く、L型 BSEよりも長い［８、９］。

定型 BSEは３～８歳の牛に多く発見されたが、非定

型 BSEは国内８例目など一部を除いてほとんど８歳以

上の高齢牛で見つかっている。しかし脳内接種による非

定型 BSE感染牛では、L型およびH型共に、PrPScの

蓄積が早く、臨床症状の発現や飼育困難になるまでの時

期も定型 BSE感染牛と比較して早かった。また非定型

BSEプリオンの牛への経口投与試験については、これ

までに経口投与牛の中枢神経組織への PrPScの蓄積を確

認した報告はない。非定型 BSEの感染・発症機序は未

だ明らかではないが、１）定型 BSEと同様に肉骨粉等

のプリオンが混入した飼料を摂取することにより感染す

る、２）飼料摂取とは関係なく孤発性に発生する、など

が考えられる。１）の場合、飼料の摂取から中枢神経系

への移行に定型 BSE以上の時間を要するものの脳での

増幅・蓄積は早いことが考えられる。また２）の場合で

は、加齢による細胞レベルの蛋白質代謝異常に起因する

表４．世界各国における定型および非定型BSE発生頭数

地域 国名
非定型 BSE

定型 BSE
牛の飼養頭数

H型 L型 未分類 計 （千頭）※１

欧州 オーストリア １ ２ ３ ５ １，９７７
デンマーク ０ １ １ １５ １，６０７
フランス １６ １６ ３２ ９９４ １９，００６
ドイツ ２ ２ ４ ４１７ １２，４７７
アイルランド ５ ０ ５ １，６５０ ６，７５４
イタリア ０ ５ ５ １３９ ６，２５２
オランダ １ ３ ４ ８４ ３，８７９
ポーランド ２ １２ １４ ６０ ５，７７７
ポルトガル １ ０ １ １，０８２ １，４９８
スペイン ３ ２ ５ ７８２ ５，８１３
スウェーデン １ ０ １ ０ １，５００
イギリス ５ ４ ９ １８４，６１６ ９，９００
ノルウェー １ ０ １ ０ ８６２
ルーマニア ０ １ １ １ １，９８９
スイス※２ １ ０ ２ ３ ４６４ １，５６５

北米 アメリカ ２ １ ３ ０ ９０，７６９
カナダ １ １ ２ １９ １２，３０５

南米 ブラジル １ ０ １ ２ ０ ２１１，２７９

アジア 日本 ０ ２ ２ ３４ ４，１７２
その他の国※３ ０ ０ ０ ２０４

計 ４３ ５２ ３ ９８ １９０，５６６

※頭数は OIE、EFSAおよび各国の報告等に基づき算出した。（２０１５年４月末日現在）
※１：２０１２年（帝国書院）
※２：スイスはこの他に動物園での zebu牛の非定型 BSEが報告されている。
※３：BSE発生国のうち非定型 BSEの発生のない国：ベルギー、チェコ共和国、フィンランド、ギリシア、イスラエル、リヒテンシュ

タイン、ルクセンブルグ、スロバキア、スロベニア
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ことなどが考えられる。

以上のように、非定型 BSEには不明な点が未だ多く

あり、孤発性であることが示唆されている。定型 BSE

の発生数や OIEの BSEリスクステータスなどを問わず、

極めて稀であるものの発生することが懸念される。非定

型 BSEの発生リスクのある高齢牛は必ず BSE検査を

行われることや特定危険部位は全て除去されることから、

ヒトへの感染リスクは排除され、畜産物の安全は確保さ

れている。しかしながら、今後、科学的知見に基づいた

非定型 BSEのリスク評価と効率的なリスク管理を行う

ため、非定型 BSEの発生要因や PrPScの蓄積機序を明

らかにすることは重要であり、ヒトの孤発性 CJDや羊

のスクレイピー、シカの CWDを含め、プリオン病の感

染・発症機序解明にさらに知見の集積が必要である。

現在、道総研畜産試験場では、脳内接種による非定型

BSE感染牛を用いた試験を継続しており、これまでに、

歩様と行動量の変化から、非定型 BSE感染牛の臨床症

状を把握できる可能性を示した。また、非定型 BSEの

感染初期における PrPScの経時的な蓄積量の変化を調査

する試験を実施中である。さらに、ヒトや牛で加齢に伴

い脳内の酵素活性が低下することで不溶性タンパク質が

増加すると報告されることから、高齢牛の脳内不溶性タ

ンパク質と非定型 BSEの関連性を調査する試験を実施

している。これらの研究成果により、今後の BSEのリ

スク評価と効果的な BSEリスク管理措置の策定に必要

なデータを提供することを目指している。
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